
令和２年度 キャリア教育の実践

なりたい自分になるために
学び続ける児童を育成する学校を

目指して
～資質・能力を育む教育課程を通して～

福島県棚倉町立棚倉小学校 1



・自分にはよいところがない

・学ぶことの意義がわからない

・「どうせできないし」と新しいことに
大きな抵抗感がある

・将来への夢や希望がもてない

１．児童の実態
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２．経営ビジョン



★ 全教育活動をキャリア教育の視点で捉え、
「なりたい自分」の姿をイメージさせた上で目標
を設定させ、主体的・対話的で深い学びが実現で
きる場を設定するとともに、「ほめポイント」に
よる資質・能力の育成と共有化、地域の教育資源
の発掘と活用、キャリア４能力の視点での適切な
指導を取り入れたカリキュラムマネジメントをお
こなえば、児童は「なりたい自分」になる経験を
積み重ね、学び続ける姿を持続させながら共生社
会の担い手として自立した人間となっていくであ
ろう。
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３．学校経営テーマ達成の
ための仮説



①キャリア教育を柱にした教育課程改善、
学校課題研究、学校経営の方針の一体化

②具体的児童像をキャリア４観点から整理

③「なりたい自分になるために」を

キーワードﾞに
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４．キャリア指導の
ポイント



④あらゆる場面での「なりたい自分」の意
識化

⑤キャリア基礎的・汎用的能力に対応した
四半期ごとの目標設定

⑥「ほめポイント」の共有化

⑦キャリアシート、スケジュールプラン
ナー、ほめポイントの活用
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自己の役割や生き
方について考えさ
せ，キャリアの資
質・能力に直接的
に関連するねらい
を設定できる教育
活動

直接指導 間接指導

ほめポイントで主体
的・対話的で深い学び
を実現し、その教育活
動のねらいを達成する
ことを通して、キャリ
アの資質・能力を間接
的に育てる教育活動
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５．キャリア指導の場



＜みんなからの称賛満載＞
お～お母さん、先生から
めっちゃほめられてる

学活（３）や帯タイムで
たくさんほめられて

達成感や
自己有用感を味わう
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直接指導例



「おりがみ名人」（2年）

自分のやるべきことをしっ
かりと行うことの大切さが
分かり、それを自分の生活
に生かしていこうとする。

道徳で
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直接指導例
総合で

「夢プロジェクト」(6年）
仕事への誇り。

そしてて私たちへのメッセージ。
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間接指導例 教科指導で

＜学びと
将来のつながり＞

自分の思いを伝
えたり、注意深く
聞いて相手の思い
を理解しようとし
たりする本単元で
の学びが、今後の
児童の学校生活や
社会生活において、
他者とのよりよい
コミュニケ―ショ

ンをとることや人
や社会と積極的に
関わろうとする意
欲につながること
を見通して指導す
る。
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間接指導例 学校行事や様々な教育活動等で



道

徳

科

総

合

的

な

学
習
の
時
間

特
別
活
動

外
国
語
活
動

家庭地域社会

それぞれの領域に直接指導と間接指導の内容が含まれる

学
校
行
事

各

教

科

日
常
生
活

教育活動全体でキャリアの断片を拾
い集め、直接指導と間接指導により
自己肯定感と資質・能力を高める

なりたい自分になるための 学び続ける力
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②キャリアシート（キャリアパスポート）

６．手立ての実際
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③スケジュールプランナー

①ほめポイント

④評価と通知票所見のリンク



四半期ごとに
育てたい資質・能力を教師が設定 全職員で共有

第３四半期
育てたい資質・能力の一覧表

学　年 つくし・つばさ １年 ２年

重点化した
資質・能力

失敗を恐れず
取り組む

失敗を恐れず
取り組む

失敗を恐れず
取り組む

学年テーマ
まずは１つ

やってみよう！

さいごまで
あきらめないで
がんばろう！

しっぱいを
おそれずに
がんばろう！

３年 ４年 ５年 ６年

学習や行事に
すすんで取り組む

難しいことでも
失敗を恐れず
挑戦する

分からないことや
もっと知りたいことは

自分で調べたり
人に聞いたりして

解決する力

自分で工夫し
学習・行動する

がんばり
つづける！

やればできる‼

～あきらめないで
チャレンジ
しよう!～

新たな道(未知)を
切り拓こう!!

Plan
Do

Check
Action

「ほめポイント」として
見取ったらみんなで認めほめる
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①ほめポイントの活用



なりたい自分

目標設定
ふり返り

実 践

なりたい自分

新たな目標設定
自信
up

ほめポイントの役割
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道

徳

科

家庭地域社会

学活(３)

ほめポイントによる関連指導

ほめポイントで関連指導

なりたい自分になるための 学び続ける力
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学校行事

学級活動

学級づくり

児童会

道 徳

外国語活動

総合学習
関連教科

総合学習
関連させて指導した方が
資質・能力をより高める

ものを線でつなぐ

キャリア教育関連表
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ほめポイント関連指導の意識化のために



ほ
め
ポ
イ
ン
ト

５
つ
の
留
意
点

見通し

考え広げ
深め

粘り
強く

つながり

教科指導とほめポイント

主体的・対話的で
深い学び

教科の見方・考え方
キャリア能力

なりたい自分になる
ための学び続ける力
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興味・
関心



四半期ごとのキャリアシート 各行事のキャリアシート
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②キャリアシート



上学年用スケジュールプランナー
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③スケジュールプランナー



中学校にむけてのスケジュールプランナーの実際

中学校に向けてリニューアルした６年生スケジュールプランナー
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①児童の姿から

②数字的評価から
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７．児童の変容



与えられた課題はしっかりと取り組む
６年A児

苦手な学習克服のため計画を立て確実に実行
自己マネジメント力が向上

学習のミスは見直してできるようにする。
計画を立てて自ら学習する。

児童の姿から① －６年A児－

本人の
目標

授業中心に「ほめポイント」を見取る。
スケプラで「ほめポイント」を見取る。
学校と家庭で認めてほめる。

関わり

学年
テーマ Plan Do check Action！
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学校生活への気力がなく，
対人関係でトラブル多い３年B児

音楽授業参観「やればできる，楽しかった」と振り返り

清掃活動に熱心に励んでいる

音楽授業参観

みんなで力を合わせる。

児童の姿から② ―３年B児－

本人の
目標

練習で「ほめポイント」を見取る。
キャリアシートで「ほめポイント」を見取る。

学校と家庭で認めてほめた。

関わり

学年
テーマ がんばり続ける！
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競い合う気持ちが少なく,
マイペースな１年C児

児童の姿から③ ―１年C児－

学年
テーマ さいごまであきらめないでがんばろ

う！
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「来年も１位を目指す」→ がんばりの持続
係への立候補 授業での積極的な発表 自主学習
「6年生になったら・・・」となりたい自分を想像

朝マラソンをがんばる。
マラソンタイムをあきらめない

児童の姿から③ ―１年C児－

本人の
目標

○マラソンカードでがんばりの見える化
○お母さんの関わり
○友だちとの関わり

関わり

４月 お母さんとおそろいノートで宿題
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10月 体育授業参観で1位をとれた
持久走記録会でも1位をとりたい

1１月 持久走記録会で１位！



家庭環境の変化から不安定な気持ちになり,
自分に閉じこもりがちな５年D児

児童の姿から④ ―５年D児－

学年
テーマ ＜第1四半期＞

みんなちがってみんないい
自分を知る そして友達を知る
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・長所をふやす。
・積極的にみんなと話す。
・「無理」と思ったらやりたく
なくなるくせを直す

本人の
目標

しかし、なかなかうまくいかない・・



児童の姿から④ ―５年D児－
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学年
テーマ

＜第３四半期＞
新たな道を（未
知）を切り拓こ
う！



国語テスト 前期８８（８２） → 後期９０（８３）
算数テスト 前期７８（８２） → 後期６５（７７）
社会テスト 前期８７（８４） → 後期９５（８７）
理科テスト 前期９１（８８） → 後期９３（８５）

児童の姿から④ ―５年D児－

○スケジュールプランナーで
計画的自主学習化関わり
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結果



算数の学習で自信がつき
一番苦手な漢字練習に意欲的に励んでいる

算数と体育授業参観には，ほとんど
参加する。

本人の
目標

授業中心に「ほめポイント」を見取る。
キャリアシートで「ほめポイント」を見取る。
学校と家庭で認めてほめる。

関わり

学年
テーマ

やればできる！
あきらめないでチャレンジしよう！

集団生活に困り感あり
学習への意欲が低い４年E児
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児童の姿から⑤ ―４年E児－
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児童の姿から⑤ ―４年E児－
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児童の姿から⑥ ―通知票所見－

失敗を恐れずに自分の考えを伝えると
いう目標をもち、友だちに積極的に関わ
ることができました。給食委員として、
友だちと声をかけ合いながら当番を確認
したり、人数が足りないときには自ら代
わりを引き受けたりしながら、熱心に活
動することができました。そのような経
験を重ねることで、相手に自分の考えを
伝えることができるようになり、算数
「図形の角」では四角形の内角が３６０
度になる理由を全体の場で説明すること
ができました。
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児童の姿から⑦ ―通知票所見－

「友だちとけんかをしないように優し
い言葉を使う」という目標を立ててがん
ばりました。友だちとけんかしてしまっ
たときには、自分の悪かったところを反
省して自分から「ごめんね」と謝ること
ができました。それらの経験を生かして、
友だちには優しい言葉で話すよう心がけ
たことにより、トラブルの回数が減って、
仲良く楽しく過ごすことができるように
なりました。さらには、学習に対しても
前向きに取り組むことが多くなり、でき
ることが増えてきました。



数値的評価から① －町キャリア意識調査結果より－

調査項目より

・自分にはよいところがある

・将来の夢や目標をもっている

肯定的な評価をした児童の割合

キ
ャ
リ
ア
の
四
つ
の
能
力
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数値的評価から② －低学年QUテスト果より－
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数値的評価から② －中学年QUテスト果より－
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数値的評価から② －高学年QUテスト果より－
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数値的評価から③ －学校評価アンケート（保護者）より－
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家庭学習に計画的に
取り組んでいる 94 

82 

50 60 70 80 90 100

R2

R1

「こんな自分になりたい」
と考えている

90 

84 

50 60 70 80 90 100

R2

R1

なりたい自分になるた
めに目標をもって取り
組んでいる 93 

88 

50 60 70 80 90 100

R2

R1

数値的評価から③ －学校評価アンケート（児童）より－



ご清聴ありがとうございました
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